




要約:乳幼児健診などで発見される発達障害児(ハイリスク児を含む)の早期援助を実施す

るにあたって、①小児科、言語、心理、理学療法、作業療法などの多面的援助、②保健所

などの身近な地域での実施、③効率的な広域(県レベル)システムの確立および実践、につ

いて検討した。


